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深層学習×データ解析により、多量のデータを活用して試料特性を評価できます
測定法 ：SEM、計算科学・AI・データ解析
製品分野 ：バイオテクノロジ、医薬品、日用品、化粧品、食品
分析目的 ：形状評価、製品調査
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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

3種類の乳酸菌を混合させた試料をSEM観察し、得られた画像から深層学習を用いて種類ごとに乳酸菌
を抽出しました。さらに、データ解析を行い、乳酸菌の形状をもとに細胞周期上の存在比を求めました。

データ

■深層学習による乳酸菌の領域抽出

●菌A

●菌B

●菌C

※20枚のSEM像より算出

■乳酸菌のデータ解析

図1 SEM像 図2 乳酸菌3種類の抽出結果

図3 乳酸菌3種類がもつ形状特性 図4 細胞周期上の菌Bの存在比

菌Bを形状をもとに5グループに分類

分裂状態毎の細胞の存在比が分かる

対象物の抽出に深層学習を用いると様々なバリエーションがある画像に対して一定の
基準のもと抽出ができます。また、抽出した多量の対象領域を解析することで統計的な
評価を行うことが可能です。


